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森
鴎
外
は
ド
イ
ツ
留
学
中
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
に
一
八
八
四
年

一
○
月
二
二
日
よ
り
八
五
年
一
○
月
二
日
ま
で
、
ド
レ
ス
デ

ン
に
は
そ
れ
か
ら
八
六
年
三
月
七
日
ま
で
滞
在
し
た
。
ラ
イ
プ

チ
ッ
ヒ
で
は
ホ
フ
マ
ン
教
授
の
下
で
の
衛
生
学
研
修
が
主
な
業

務
で
あ
っ
た
が
、
二
回
ザ
ク
セ
ン
軍
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
八
五
年
五
月
一
三
日
ド
レ
ス
デ
ン
で
行
わ
れ
た

「
負
傷
兵
運
搬
演
習
」
の
見
学
で
あ
る
。
こ
の
見
学
は
八
五
年
四

月
二
九
日
ド
レ
ス
デ
ン
か
ら
来
た
ザ
ク
セ
ン
軍
軍
医
団
長
ロ
ー

ト
軍
医
監
が
鴎
外
に
勧
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
は
ザ

ク
セ
ン
軍
秋
期
演
習
へ
の
参
加
で
あ
る
。
演
習
は
八
五
年
八
月

二
七
日
か
ら
九
月
一
二
日
の
間
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
東
南
の
曠
野

で
行
わ
れ
た
。
演
習
中
の
こ
と
は
「
凋
逸
日
記
」
に
詳
し
く
書

サ
キ
ソ
ニ

か
れ
て
お
り
、
ま
た
弟
篤
次
郎
に
「
薩
索
尼
軍
団
二
従
上
演
習

42

ド
イ
ツ
留
学
中
の
森
鴎
外
と
ザ
ク
セ
ン
軍

団
ｌ
ザ
ク
セ
ン
州
立
中
央
文
書
館
の
資
料
か
ら
Ｉ

吉
備
高
原
医
療
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

武
智
秀
夫

二
行
ク
ノ
私
記
」
を
書
き
送
っ
て
い
る
。
鴎
外
が
ド
レ
ス
デ
ン

に
移
っ
た
の
は
、
ザ
ク
セ
ン
軍
団
の
軍
医
講
習
会
へ
参
加
す
る

の
が
目
的
で
あ
っ
た
。

私
は
鴎
外
が
こ
の
演
習
に
、
ま
た
ド
レ
ス
デ
ン
で
の
軍
医
講

習
会
に
参
加
す
る
た
め
に
関
連
し
た
公
文
書
の
コ
ピ
ー
を
ザ
ク

セ
ン
州
立
中
央
文
書
館
よ
り
入
手
し
た
の
で
紹
介
し
、
考
察
を

加
え
る
こ
と
に
し
た
い
・

八
五
年
八
月
六
日
付
け
で
日
本
帝
国
公
使
青
木
周
蔵
が
ザ
ク

セ
ン
王
国
兵
部
卿
騎
兵
大
将
フ
ァ
ブ
リ
ス
伯
宛
て
の
「
森
林
太

郎
の
演
習
参
加
へ
の
依
頼
」
文
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
文
書
は
日
本
公
使
館
↓
ザ
ク
セ
ン
王
国
外
務
省
↓
兵
部

省
↓
国
王
へ
と
渡
り
、
国
王
の
裁
決
後
同
じ
ル
ー
ト
を
経
て
八

月
二
九
日
鴎
外
の
手
に
渡
っ
た
。

し
か
し
鴎
外
は
ラ
ィ
プ
チ
ッ
ヒ
駐
屯
の
第
一
○
六
連
隊
と
密

に
連
絡
を
と
っ
て
い
た
の
で
、
八
月
二
六
日
夜
連
隊
を
通
じ
国

王
の
裁
決
を
入
手
し
、
演
習
の
始
め
か
ら
参
加
で
き
た
。

ド
レ
ス
デ
ン
で
行
わ
れ
た
ザ
ク
セ
ン
軍
団
の
軍
医
講
習
会
は

当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
随
一
と
い
わ
れ
て
い
た
。
八
五
年
一
○
月
一

二
日
か
ら
翌
年
二
月
二
七
日
ま
で
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
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も
日
本
公
使
が
ザ
ク
セ
ン
王
国
兵
部
卿
フ
ァ
ブ
リ
ス
伯
に
八
五

年
八
月
二
二
日
付
け
で
依
頼
状
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
は

ザ
ク
セ
ン
王
国
外
務
省
は
介
在
せ
ず
、
受
け
取
っ
た
フ
ァ
ブ
リ

ス
伯
は
直
接
国
王
に
申
し
出
て
、
裁
決
が
下
り
て
い
る
。
国
王

の
裁
決
は
秋
期
演
習
に
参
加
中
の
鴎
外
に
九
月
五
日
、
日
本
公

使
館
よ
り
送
ら
れ
て
き
た
。

公
使
よ
り
の
依
頼
文
の
文
案
や
手
続
き
な
ど
は
、
鴎
外
が
ド

レ
ス
デ
ン
に
「
負
傷
兵
運
搬
演
習
」
を
見
学
に
行
っ
た
と
き
、

ロ
ー
ト
か
ら
懇
切
丁
寧
に
指
導
を
受
け
た
も
の
だ
と
私
は
考
え

て
い
る
。

鴎
外
が
ベ
ル
リ
ン
の
日
本
公
使
館
に
依
頼
状
を
頼
ん
だ
の

は
、
「
負
傷
兵
運
搬
演
習
」
見
学
の
二
週
間
後
の
こ
と
だ
。
五
月

二
七
日
の
「
凋
逸
日
記
」
に
「
午
前
公
使
館
に
至
る
。
青
木
公

ハ
ー
グ

使
の
猶
海
牙
に
滞
す
る
を
聴
く
。
」
と
あ
り
、
五
月
三
○
日
に
は

「
公
使
館
に
至
る
。
公
使
は
未
だ
帰
ら
ず
。
棚
橋
軍
次
を
見
る
。

乃
ち
諸
事
を
委
托
す
。
．
…
：
」
と
あ
る
。

鴎
外
は
ド
レ
ス
デ
ン
滞
在
中
の
一
八
八
六
年
元
旦
（
祝
賀
大

謁
見
）
、
一
月
一
三
日
（
第
一
回
宮
廷
舞
踏
会
）
、
一
月
三
一
日

（
王
妃
陛
下
の
新
任
将
校
謁
見
）
、
二
月
一
○
日
（
第
三
回
宮
廷

舞
踏
会
）
と
四
回
王
宮
に
参
内
し
た
。
ま
た
一
月
二
日
兵
部

大
臣
フ
ァ
ブ
リ
ス
伯
の
夜
会
に
も
招
待
さ
れ
出
席
し
た
。
こ
の

こ
と
は
「
猫
逸
日
記
」
に
詳
し
く
書
い
て
あ
る
。

し
か
し
鴎
外
は
こ
れ
ら
の
名
誉
な
こ
と
を
家
族
に
全
く
書
き

送
っ
て
い
な
い
。
あ
る
鴎
外
研
究
家
は
そ
れ
を
理
由
に
、
鵬
外

の
王
宮
参
内
や
フ
ァ
ブ
リ
ス
伯
の
夜
会
出
席
が
す
べ
て
虚
構
で

は
な
い
か
と
い
っ
て
い
る
。

私
は
こ
れ
ら
王
宮
の
行
事
や
フ
ァ
ブ
リ
ス
伯
の
夜
会
の
公
文

書
を
入
手
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
「
濁
逸
日
記
」
の
記
述
と
全

く
一
致
す
る
。
た
だ
招
待
者
の
名
簿
は
調
べ
て
も
ら
っ
た
が
残

っ
て
な
か
っ
た
。


